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　平成22年12月末現在の人口は8,189人で、前年と比べて86人（1.04％）減少しました。増減を人口動態別にみ
ると死亡が出生の約2倍で55人の自然減、転出と転入では約1.1倍、31人の社会減となっています。
　また、世帯数は3,900前後を推移しており、昨年一年間では5世帯増加しています。
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　北留萌消防組合消防署の救急出動回数は374回で、昨年の345回を大きく上回り
ました。1カ月平均でみると31.2回と毎日出動している計算になります。
　月別の搬送人員をみると2月が最も多く一昨年のほぼ3倍、昨年全体の約15%を
占めています。事故種別では急病と転院搬送がほぼ同数となっています。
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�� 平成21年度　�� 平成22年3月末現在(軽四輪含む)　�� 平成22年1月～12月
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　昨年の北海道全体の交通事故死者数は前年より3人少ない215人。ここ数年、減
少傾向にありますが、東京都と並んでワーストタイの記録となってしまいました。
　羽幌町においては、人身事故件数は昨年よりも減っていますが、1名が亡くなっ
ており、依然、命に関わる重大な事故が発生しています。
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　区分別のごみ収集状況は表のとおりです。昨年の総収集量は対前年で35ｔ減少
し2,494ｔでした。有料化が始まった直後の平成15年の総収集量は2,951ｔですの
で、年々、各家庭などのごみ発生抑制の意識が高まっていることがわかります。
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　上水道の使用量はほとんどの用途で7月から10月にかけて増加する傾向にありま
す。一昨年と比較すると家庭用で4,156�、営業用においても515�増加していま
すが、全体では581�の減となっています
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※ 家庭用のみ
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　平成14年10月に供用を開始した下水道は年度毎に供用区域の整備が進められ、
これに伴って使用件数、使用量が増加しています。家庭用においては一昨年と比較
して使用件数で115件、使用量で14,327�の増加となっています。
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※ 家庭用のみ。世帯は年間平均。


